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様式第３号（第１４条関係） 

平成 24 年 7 月 12 日 

会 議 概 要 

審議会等の名称 平成 24年度 第 1回市川市社会教育委員会議 

開 催 日 時 平成 24年 7月 12日（木）15時 00分 ～ 17時 00分 

開 催 場 所 市川市役所 3階 第 2委員会室 

出

席

者 

委  員 

古賀正一委員長、伊藤雅子副委員長、佐藤菊弥委員、千坂行雄委員、木賀純

一委員、秋山忠彌委員、緒方紀子委員、天野敏男委員、原由美委員、成田久

江委員、谷本久生委員、松村茂委員 

所 管 課 生涯学習振興課 

関 係 課 
地域教育課、青少年育成課、公民館センター、中央図書館、考

古博物館、自然博物館  

議題及び会議の概要 
公開・非公開 

の別 
非公開の場合の理由 

市川市の生涯学習における現状と課題（議事） 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

公民館について（議事） 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

還暦式 eモニアンケートの結果（報告） 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

少年自然の家について（報告） 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

 公開・非公開 
・会議公開指針第６条第 号該当 

・公文書公開条例第８条第 項第 号該当 

傍聴者の人数 0人 

閲覧・交付資料 
・生涯学習部事業概要 

・市川市公民館の現状と課題 

特 記 事 項  

所 管 課 生涯学習部 生涯学習振興課（内線：4315） 
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 生涯学習部事業概要（社会教育委員会議資料） 

 

１ 生涯学習振興課  
 

■生涯学習推進体制整備事業 

市川市の生涯学習推進計画の基本目標である『生涯を通して学び続けられる学習環境の実現』を目指

し、関係各課と連携をとりながら、生涯学習の全般の活性化を図っている。昨年度「第３次市川市生涯

学習推進計画」を策定した。 

市民の生涯学習を推進するため、生涯学習情報の提供、生涯学習相談の窓口の充実を図っている。 

 

■成人式祝賀事業 
 成人を迎え、大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます事業。 

平成９年度から１９～２１歳の青年からなる公募及び推薦等の実行委員会方式を採用し、式典内容の

企画を行っている。平成２１年度から、祝日開催から日曜開催に変更し参加率が向上した。本年度は、

平成２５年１月１３日に開催する。 
 

■還暦式祝賀事業 

還暦を迎えられた方々の人生の節目を祝うとともに、今後の生涯学習の機会や、地域の各種活動の紹

介など、人生の生き甲斐作りのきっかけの場として開催する。 

 本年は、１１月４日（日）実施予定 対象者６,000 名 参加者７00 名見込 

 

■いちかわ市民アカデミー講座事業 

昭和学院短期大学・千葉商科大学・和洋女子大学の協力により、大学の教室を学習会場とし、年間学

習テーマに基づき講座を展開する。受講生は市民から公募する。受講生には、知識の習得や仲間作りと

ともに、学習成果を活かした地域貢献への発展も期待している。 

・募集人員 各大学 ７０名  回数 各大学（６月～２月）年／１０回 

 

■家庭教育学級運営事業 

子どもの健やかな成長のため、家庭の役割とその重要性について１年間計画的に学習する家庭教育学

級を支援する事業。学級は市立幼小中特別支援学校に開設。 

 

６６学級開設  市立幼稚園８園  市立小学校３９校  市立中学校１６校 

市立特別支援学校１校 めぐみ・みのり家庭教育学級（未就学児の保護者対象） 

 

会議資料１ 
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■林間施設管理運営事業（菅平高原いちかわ村） 

恵まれた自然の中で、市民が心を豊にし、身体を鍛えるために四季を通じて利用出来る長野県須坂市

にある市川市の林間施設。現地の寺院や温泉などの観光資源を活用した特別企画を実施している。（平

成２４年度末営業終了の予定） 

・施設内容  ロッジ866.86㎡（個室８室４０人、大部屋男女１室・１６人×２室、乾燥室） 

バンガロー６棟 72.90㎡（５人×６棟） テントサイト４張り 

・定  員  夏１０２人・冬７２人（バンガロー、テントサイトは夏期のみ） 

 

■史跡整備保存事業 

史跡の保存と整備を図ることを目的として、用地の公有化を推進し、環境整備を実施するもの。 

 

■埋蔵文化財保護事業 

個人住宅建設等の開発行為に先立ち、埋蔵文化財保護の観点から緊急調査を国・県補助金を得て実施

するもの。 

 

 

２ 地域教育課  

 

■コミュニティサポート事業 

各学校区に「コミュニティサポート委員会」を設置し、子どもにかかる情報交換や意見交換を行うこ

とで、学校と地域諸団体の連携・協力の場としている。各学校区に設置した委員会を推進するために、

全市的な組織として「コミュニティサポート推進委員会」を設置し、「子どもたちの健全育成」と「地

域コミュ二ティづくり」、「生涯学習社会の創造」を目的としている。 

 

■コミュニティクラブ事業 

各中学校区に組織されているボランティア組織と委託契約を結び、「遊び」を通して子どもたちの将

棋教室やいけばな教室等の継続活動、イベント的な活動、自由遊びの場を実施している。また、地域で

の社会体験、自然体験を通して、子どもたちの成長を支える地域社会並びに生涯学習社会の構築を目指

すものである。 

 

■学校施設開放事業 

学校施設の開放は、学校教育に支障のない範囲で市立学校の施設を開放し、スポーツ及び文化活動の

振興を図り、地域住民の生涯学習意欲の高揚を図ることを目的として、地域団体の行う社会教育活動の

ために実施している。 

○施設開放及び時間：運動場・体育館・教室等（９時～２１時） 

          プール（夏季休校期間（９時～１６時） 
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■体験学習事業 

市内在住・在学の児童・生徒及び保護者を対象に体験学習（稲作体験・農業体験）を通し、自然や 

人とのふれあい、勤労と収穫の歓びを体験することにより、親子の情愛を深め、心豊かな子どもたちを

育てていくものである。 

・平成２４年度 稲作体験応募者数  ６７世帯 ２０３名 

 

 

○ 少年センター  

 

■少年補導員活動事業 

少年の健全育成を目的として、非行の早期発見・補導のため、160 名の少年補導員と市川・行徳両

警察署少年補導専門員の協力を得て、午前・午後・薄暮・夜間の時間帯に分け、ゲームセンター等の繁

華街を中心に市内全域の補導活動を実施している。 

 

■少年相談事業 

学校や職場、日常生活の中で何らかの悩みのある少年（６歳から２０歳未満までの児童・生徒・学生・

働く青少年）と、その保護者及び少年に身近な大人を対象として、専門の相談員が電話・ｅメール・面

接で相談に応じている。 

 

■社会環境浄化啓発活動事業 

少年非行及び犯罪の発生予防を目的として、少年（青少年）に有害な社会環境の浄化（改善）活動、

非行防止活動、及び健全育成のための事業である。主な活動としては、薬物乱用防止街頭キャンペーン

を行っている。 

・平成 2４年度の薬物乱用防止街頭キャンペーンは、10 月に実施予定 

 

 

○ 少年自然の家  

 

■少年自然の家活動 

自然の中で、集団宿泊生活などを通して、情操や社会性を豊かにし、少年の健全育成を図る施設であ

る。心身の発達や自立への可能性を高めることを目的とした野外炊事・野外スポーツ・オリエンテーリ

ング・キャンプファイヤー等を行うとともに、平成 2４年度では、「少年自然の家土曜学校」、「親子宿

泊体験」、「健康吹き矢」、「アクティブレディ－スプラン」など計１０の主催・協力事業を計画し、市民

に親しまれる施設運営を図っている。 

 

■プラネタリウム事業 

小中学生を対象に、プラネタリウムを用いた理科学習を各校の要望に応じながら実施している。毎週

土・日曜日(７・８月は日曜日のみ)には一般投影、祝日(元旦を除く)には臨時投影をするとともに、年 2

回（６月・12 月）のプラネタリウムコンサートを開催し、市民に心の潤いの場を提供している。 
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３ 青少年育成課  
 

■放課後保育クラブ事業 

小学校１年生から３年生（定員に余裕がある場合は、障害を有する児童については６年生まで、その

他の児童については４年生の夏休みが終了するまで）の児童で放課後、保護者の就労等により保育を受

けられない児童を対象に、適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図ることを目的とする。 

運営方法については、市川市放課後保育クラブの設置及び管理に関する条例により公設、民営（平成

１８年４月より指定管理者として、社会福祉法人市川市社会福祉協議会を指定）で運営しております。 

・平成 2４年４月１日現在 クラブ数 43 クラブ 措置数 ３,０９９人 

 

■青少年相談員活動事業 

青少年相談員は「千葉県青少年相談員設置要綱」に基づき、県知事及び市長から委嘱され青少年の身

近な相談相手、理解者としてボランティアで活動しており、市内１３地区を基に連絡協議会を構成し青

少年の健全育成を推進している。 

・相談員数 １７５名 

・任期 ３年（平成 22 年４月１日～2５年３月 31 日） 

・活動内容 市内１３地区による主催・共催事業及び自治会、子ども会、コミュニティサポート推進委

員会、市関連行事への参加・協力 

・連協活動 「いちかわ子ども村」キャンプの開催、機関紙「かたぐるま」の発刊、葛南地区行事への

参加、各種研修会の開催など 

 

■子ども会育成会連絡協議会補助事業 

市内１３地区内の単位子ども会の連合体である「市川市子ども会育成会連絡協議会」に対し、子ども

会の活性化、指導者の養成、青少年健全育成事業の実施についての活動費の一部を助成し、堅実な活動

と発展を促進し、青少年の健全育成を図る。 

 

■青少年指導者育成事業 

生涯学習の推進、地域リーダーの育成という観点から次の講習会を充実させ、実施する。 

①わんぱくセミナー 

・小学校 5･6 年生を対象に、集団の自然体験を通じて、創造性と基本的な生活技能を身につける。 

②ジュニアリーダー講習会 

・中学生を対象に、野外活動を核とした集団活動を通じて、リーダーシップとメンバーシップを体

験的に学ぶ、また日常生活に必要な知識を学ぶとともに、中学生としての必要な資質の向上を図る。 

③ヤングカルチャースクール 

・高校生を対象に青少年団体活動ボランティアや地域活動などに必要な知識や技術の習得、基本的

野外生活技術やレクリエーション実技の習得 

④グループリーダーアカデミー 

・１８歳以上を対象とした、地域における青年リーダーの養成と定着を図る。レクリエーション及

び野外活動の諸技術の習得と関連分野の理論を学ぶ。 

 

■子どもの居場所づくり事業 

学校施設等を活用し、放課後の子どもの居場所をつくり、地域の人々とのふれあい、異年齢間の交流

による豊かな遊びを通じて、子どもたちの創造性豊かな心、共感する心を養い、子どもたちの健全育成

を図る。現在、曽谷小･塩浜小・鶴指小・市川小・宮田小・八幡小・稲荷木小・平田地域ふれあい館・

富美浜小の９ヶ所で開設している。 
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４ 公民館センター  
 

■公民館運営事業 ・維持管理事業 

市民に身近な生涯学習の拠点として、教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興

及び社会福祉の増進に寄与することを目的とし、維持管理運営を行っていく。 

現在、中央・菅野・鬼高・信篤・東部・柏井・大野・若宮・市川・西部・市川駅南・曽谷・行徳 

本行徳・幸・南行徳の１６公民館がある。 

 

■公民館主催講座活動事業 

市川市教育振興基本計画の課題「生涯学習機会の充実」と「公民館を活用した地域の学習拠点づくり」、

生涯学習推進計画の施策である「公民館事業の充実」等に基づき、生涯学習の今日的な課題に積極的に

取り組み、各種講座を企画実施する。 

１．現代的課題として取り組む内容 

①健康に関する取り組み ②高齢化への対応 ③歴史・文化に関する取り組み ④国際化への対応 

 ⑤子育て支援への対応 ⑥家庭教育への支援 ⑦情報社会への対応  

２．市の施策に対応して取組む内容 

①障害者計画に関する取り組み ②男女共同参画基本計画に関する取り組み ③環境基本計画に関

する取り組み ④総合計画に関する取り組み 

以上の分野を各公民館で様々な主催講座を地域の実情に合った講座をバランスよく実施し、地域住民

活動の場の提供に積極的に取り組んで行く。 

 

■公民館営繕事業 

各公民館は、開設後２０年～３０年以上経過しており、施設の老朽化に伴い使い勝手の悪さや、日常

生活の洋式化などの変化に対応するため、小破修繕を含め、計画的な修繕を実施して行く。 

 また、利用者からの要望を取り入れ、利便性の向上を図ることで安心・安全に施設を利用していただ

けるように取り組んで行く。 

 

５ 中央図書館  
 

■図書等整備事業 

情報化社会、生涯学習社会に対応し、最新の情報を市民の多様なニーズに沿って提供するため、また

郷土に縁の作家や地域の資料を重点に図書館資料の幅広い収集と更新を行い、蔵書の充実を図る。 

 

■図書館電算管理事業 

図書館では昭和６０年よりコンピュータシステムを導入し、時代に合わせたシステムに更新しながら

図書館資料の発注、整理、管理、廃棄までの一連の業務を合理的に処理するとともに、利用者の登録や

貸出、返却、予約等のサービス及びインターネットを通じたサービスの円滑化を実施している。 

昨年度は図書館システムの更新を行い、インターネットサービスの更なる充実やＥメールを活用した

情報配信を図る。 

■図書館運営事業  

図書等整備事業により構築した図書館資料を、市民に適格かつ効率的に提供する。 
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６ 考古博物館・歴史博物館  

 

■考古博物館・歴史博物館常設展示事業 

考古博物館では、先土器（旧石器）時代から平安時代前半までの歴史を、最初の住民、貝塚の形成、

農耕の開始、古墳の出現、律令の時代というテーマで、5 室に分けて展示紹介している。 

歴史博物館では、考古博物館の後を受けて平安時代後半から現代までの歴史を、中世以降の市川、海

辺の人々の生活、水路と陸路、台地の人々の生活、郷土コーナーというテーマで、5 室に分けて展示紹

介している。 

 

■考古博物館・歴史博物館企画展示事業 

考古博物館では、市内にある縄文時代の貝塚から出土した２５0 点前後の縄文土器を展示する企画展

『市川出土の縄文土器』を歴史博物館特別展示室で開催し、縄文時代に発達したうつわの文化を紹介し

て好評を得たが、新蔵資料はその後も考古博物館にて通年展示している。 

また、歴史博物館では、民具などの資料に直接触れたり使ったりする体験学習とタイアップした企画

展示『昔のくらしと道具を探そう』のほか、先人が遺した絵図を鑑賞するとともに、そこに映し出され

る時代背景や人のくらし、現代への移り変わりを読み取り、郷土市川への愛着と興味を高めていただく

ことを目指した企画展、『絵図に見る市川』を開催した。なお、年末・年始を除く祝（祭）日を開館す

ることとした。 

 

■考古博物館・歴史博物館教育・普及事業 

市民に親しんで参加してもらうため、学校等団体に対する縄文体験や昔のくらし体験などの学習支援、

近郊市町村を含む史跡や博物館見学会、出前を含む講座や教室・講演会、歴史カレッジ、地域と一体と

なって運営するフェスティバルの開催、博物館だよりの発行などの教育・普及活動を行う。 

 

■考古博物館・歴史博物館資料収集保存・調査研究事業 

市川の豊富な埋蔵文化財及び歴史・民俗資料の滅失・散逸を防ぐため、資料を収集・整理・保存する。

また、これらの資料の調査・研究を更に進め、その成果を展示して、市民に市川の歴史・郷土に対する

認識を深めてもらうことに努める。 

 なお、下総国分寺跡の発掘調査を行ったことに伴い、これまでの課題であった、下総国分寺跡調査の

位置や遺構図をデジタル化して地図情報としてまとめて資料の充実を図った。 

 

 

 

 

７ 自然博物館  
 

■自然博物館常設展示事業 

 市川の自然に関する標本や剥製などの資料及び解説パネルや視聴覚機器を配置し、４つのテーマと飼

育展示により市内の自然について学ぶことができるよう常時展示をしている。質問コーナーでは、常時

来館者の質問等に対応できるように配慮している。 
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■自然博物館教育普及事業 

市民に自然に親しんでもらうために、長田谷津散策会、観察会、季節を感じる散策会、名前をしらべ

る会等の行事を開催するとともに、要請による学校支援活動、博物館だよりの発行等の教育普及活動を

行う。 

 

■自然博物館資料収集整理事業 

標本、剥製、写真、調査資料等博物館資料を収集、整理し、良い状態を保てるよう留意して収蔵して

いる。 

 

■長田谷津の見どころ紹介事業 

特別展示室を活用し、隣接する長田谷津の見どころについて、季節を追って紹介する。 

 



市川市公民館の現状と課題 

 
 公民館の現状  

 社会教育施設として、市民の学習機会充実を図るために各種の主催講座を開催するとともに、

地域の学習拠点として、自主的な学習活動や住民の集会等への施設提供（部屋の貸出）を行っ

ている。 
     公民館数 １６館 
  

○ 主催講座の開催 
主催講座を前期・後期において開催し、学習要求や地域性をふまえ、生活に即した課題への

対応や市の施策への理解、受講後の自主的な学習活動への啓発に取り組んでいる。 
なお、受講料は無料であり、教材等の実費のみ受講者負担としている。 

平成２３年度 主催講座開催数   ２９４講座 
延べ受講者数  １７，２５５人 

○ 施設提供 
  住民の自発的な学習活動・地域活動・集会の場等として、施設の貸し出しを行う。 

施設の予約は１４週前から受け付ける。 
なお、使用者登録によりインターネットからも予約が可能である。 

平成２３年度 登録団体数   ２，１７３団体 
延べ利用人数 ９３０，９４１人 

 
 

 公民館の課題   

○ 主催講座について 
・学習をとおして住民の交流と地域社会への主体的参加が図れるよう、地域の特色や住民層を

把握し、必要な課題を取り上げることで、地域住民・団体との連携・協働による講座を開催

すること。 
・受講者が個人の学習にとどまらず、学んだ成果を地域社会で活かすことができるよう、関係

機関との連携を図り、継続学習や地域での活動等に関する情報提供・支援を行うこと。 
 

○ 施設提供について 
・現行の予約方法では予約開始日の朝に登録団体の申込みが集中することから、予約方法の見

直しを行い、公平性・利便性・活動場所の安定確保と、新規利用者の拡充を図るよう改善し

ていくこと。 
・老人集会室・公民館図書室の運営方法を改善し、活用の向上を図ること。 

 
 
 
 



公民館の概要 

公民館名 開館年月日 
延べ床面積 

（㎡） 
構  造 

貸室 

数 
その他施設 

主催 

講座数 

２３年度登 

録団体数 

２３年度延 

利用者数 

中央 

公民館 
S27.5.1         

H2.5.1 改築 
602.21 ㎡ 木造２階 ９  21 184 44,272 

鬼高 

公民館 
S53.10.20 424.27 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ２階 
６  18 76 28,958 

信篤 

公民館 
S57.4.1 1,392.91 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ３階 
９ 

老人集会室 

ミニプール 
17 164 64,401 

東部 

公民館 
S54.4.1 
 

2,633.23 ㎡ 
鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ一部３階 
11 

老人集会室 

図書室 
17 129 67,617 

柏井 

公民館 
S55.3.27 630.00 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ２階 
５ 老人集会室 17 46 16,004 

大野 

公民館 
S56.9.8 1,094.14 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ２階 
７ 

老人集会室 

図書室 
26 117 70,941 

若宮 

公民館 
S62.5.1 600.00 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ２階 
６ 

集会室 

児童室 
19 58 31,603 

市川 

公民館 
H3.5.1 1,944.41 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 

地下１階、 

地上４階 

13 図書室 24 285 108,825 

西部 

公民館 
S49.11.1 2,334.22 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ一部３階 
11 

集会室・図書室・ 

ミニプール 
17 130 48,411 

市川駅南 

公民館 
S56.5.1 1,689.96 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ４階の３階 
８ 図書室 20 142 67,047 

曽谷 

公民館 
S58.5.1 2,783.82 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ３階 
９ 

集会室 

図書室 
19 220 121,277 

行徳 

公民館 
S53.9.12 3,142.44 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

3～５階部分

と新館１階 

20  13 317 115,772 

本行徳 

公民館 
S55.4.1 958.89 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ３階 
３ 

集会室・図書室・ 

プール 17 52 16,964 

幸 

公民館 
H 元.5.2 693.64 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ２階 
４ 集会室 14 50 29,276 

南行徳 

公民館 
H2.5.1 1,986.80 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ２階 
11  17 135 73,338 

菅野 

公民館 
H23.4.15 477.32 ㎡ 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰ

ﾄ平屋 
５  18 68 26,235 

  合   計 
23,388.26    

     ㎡ 
 

137 
 

294 2,173 930,941 

 


